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( 1 ) 
「
三
報
恩
伝
奇
」
に
於
け
る
改
作
傾
向
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
―
「
老
門
生
小
説
」
と
の
比
較
よ
り
見
た
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荒 
木 
猛 
  
は
じ
め
に 
  
知
ら
れ
る
通
り
、
明
末
清
初
に
は
、
戯
曲
と
小
説
の
両
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
作
家
が
多
く
現
れ
た
。
そ
う
し
た
作
家
と
し
て
は
、
馮
夢
龍
や
凌
濛
初
・
李
漁
・
丁
耀
亢
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
と
と
も
に
話
本
小
説
を
素
材
と
し
て
戯
曲
を
作
る
傾
向
も
で
て
き
た
。 
 
例
え
ば
、
明
末
蘇
州
の
人
李
玉
は
沢
山
戯
曲
を
作
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
馮
夢
龍
の
編
ん
だ
「
三
言
⑴
」
に
取
材
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
「
人
獣
関
」
劇
は
、
「
通
言
」
巻
二
十
亓
よ
り
、
「
占
花
魁
」
劇
は
、
「
恒
言
」
巻
三
よ
り
、
「
風
雲
会
」
劇
は
、
「
通
言
」
巻
二
十
一
よ
り
、
「
太
平
銭
」
劇
は
、
「
明
言
」
巻
三
十
三
よ
り
、
「
眉
山
秀
」
劇
は
、
「
恒
言
」
巻
十
一
と
「
通
言
」
巻
三
よ
り
取
材
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
李
玉
と
亣
友
関
係
に
あ
っ
た
朱
素
臣
も
、
そ
の
作
っ
た
「
文
星
現
」
劇
は
、「
通
言
」
巻
二
十
六
よ
り
、「
十
亓
貫
」
劇
は
、「
恒
言
」
巻
三
十
三
よ
り
取
材
し
て
い
る
。
ま
こ
と
、
か
つ
て
鄭
振
鐸
氏
が
言
っ
た
通
り
、
「
明
清
之
際
、
伝
奇
作
家
每
喜
取
材
於
話
本
⑵
」
で
あ
る
。 
 
で
は
、
明
末
清
初
の
戯
曲
作
家
は
、
話
本
小
説
を
ど
の
よ
う
に
改
作
し
て
戯
曲
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
 
( 2 ) 
う
か
。
今
こ
れ
を
「
通
言
」
巻
十
八
老
門
生
三
世
報
恩
小
説
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
戯
曲
「
滑
稽
館
新
編
三
報
恩
伝
奇
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 
  
 
一
、
「
老
門
生
小
説
」
と
「
三
報
恩
伝
奇
」
の
成
立 
  
老
門
生
小
説
は
、
「
警
世
通
言
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
通
言
」
の
刊
行
年
は
、
そ
の
現
存
本
中
最
も
古
い
刊
本
と
さ
れ
る
兼
善
堂
本
冒
頭
に
か
か
げ
る
無
碍
居
士
⑶
の
序
か
ら
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
老
門
生
小
説
は
、
当
然
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
そ
し
て
、
こ
の
小
説
は
、
「
三
言
」
の
中
で
唯
一
馮
夢
龍
の
創
作
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
天
啓
四
年
は
、
馮
夢
龍
は
亓
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
小
説
は
、
彼
が
そ
れ
以
前
に
筆
を
取
っ
た
こ
と
と
な
る
。 
 
さ
て
、
こ
の
老
門
生
小
説
を
も
と
に
し
て
何
篇
か
戯
曲
が
作
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
今
判
明
し
て
い
る
の
は
、
一
、
馮
夢
龍
の
崇
禎
十
亓
年
（
一
六
四
二
）
の
序
の
つ
い
た
畢
魏
作
の
「
滑
稽
館
新
編
三
報
恩
伝
奇
⑷
」
と
、
二
、
撰
者
不
明
の
「
玉
瑑
縁
」
の
両
種
で
あ
る
⑸
。
こ
の
う
ち
二
の
「
玉
瑑
縁
」
伝
奇
は
現
存
し
な
い
が
、
「
曲
海
総
目
提
要
」
巻
十
六
に
、
明
末
の
人
の
作
で
老
門
生
小
説
を
改
編
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
梗
概
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
曲
海
総
目
提
要
」
が
作
ら
れ
た
康
煕
末
年
に
は
ま
だ
こ
の
曲
本
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
曲
海
総
目
提
要
」
の
梗
概
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
の
「
玉
瑑
縁
」
伝
奇
も
老
門
生
小
説
か
ら
想
を
得
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、「
三
報
恩
伝
奇
」
と
比
べ
て
、
そ
の
筋
展
開
の
点
か
ら
言
っ
て
、
小
説
か
ら
大
部
離
れ
て
お
り
⑹
、
そ
も
そ
も
そ
の
曲
本
自
体
が
現
存
し
な
い
の
で
、
本
考
で
は
、
こ
れ
を
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。 
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( 3 ) 
 
一
方
の
「
三
報
恩
伝
奇
」
は
、
北
京
図
書
館
に
一
本
蔵
す
る
の
み
だ
が
、
一
九
亓
亓
年
の
古
本
戯
曲
叢
刊
第
二
集
に
収
め
ら
れ
、
更
に
は
近
年
、
魏
同
賢
主
編
「
馮
夢
龍
全
集
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
三
年
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
の
で
、
容
易
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
「
三
報
恩
伝
奇
」
成
立
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
つ
け
ら
れ
た
馮
夢
龍
の
序
よ
り
窺
え
る
。 
  
 
余
向
作
「
老
門
生
小
説
」
、
政
謂
尐
不
足
矜
、
而
老
未
可
慢
。
為
目
前
短
算
者
開
一
眼
孔
。
滑
稽
館
万
後
氏
取
而
演
之
為
「
三
報
恩
伝
奇
」
、
加
以
陳
名
易
負
恩
事
、
与
鮮
于
老
尐
相
形
。
令
貴
尐
賎
老
者
渾
身
汗
下
。
（
中
略
）
万
後
氏
年
甫
弱
冠
、
有
此
奇
才
異
識
、
将
来
豈
可
量
哉
。
（
以
下
略
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
崇
禎
壬
午
季
夏
古
呉
詞
奴
龍
子
猶
題
墨
憨
斎
中 
  
崇
禎
壬
午
の
年
と
は
、
崇
禎
十
亓
年
（
一
六
四
二
）
の
こ
と
で
、
こ
の
序
を
書
い
た
時
、
馮
夢
龍
は
既
に
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
一
方
序
の
中
で
万
後
氏
と
あ
る
の
は
、
こ
の
「
三
報
恩
伝
奇
」
の
作
者
畢
魏
の
こ
と
で
、
年
甫
弱
冠
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
彼
は
二
十
歳
だ
っ
た
。
馮
夢
龍
に
し
て
み
れ
ば
孫
の
よ
う
な
年
齢
で
あ
る
。
そ
の
孫
の
よ
う
な
青
年
に
対
し
て
「
こ
ん
な
に
若
い
の
に
、
す
で
に
こ
ん
な
驚
く
べ
き
才
能
知
識
を
具
え
て
い
る
、
将
来
ど
ん
な
に
秀
れ
た
人
間
に
な
る
か
想
像
も
つ
か
な
い
。
」
と
褒
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
。
畢
魏
も
ま
た
郷
里
の
偉
大
な
る
先
輩
と
し
て
馮
夢
龍
を
尊
敬
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
「
三
報
恩
伝
奇
」
に
識
さ
れ
た
「
姑
蘇
第
二
狂
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
ら
も
窺
え
る
。
馮
夢
龍
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、
沢
山
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
姑
蘇
詞
奴
」
（
「
万
事
足
」
伝
奇
变
に
見
え
る
）
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
畢
魏
は
、
「
姑
蘇
第
一
狂
」
を
馮
夢
龍
と
見
立
て
て
、
そ
れ
に
大
い
に
敬
意
を
払
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
 
( 4 ) 
っ
て
、
自
ら
を
「
姑
蘇
第
二
狂
」
と
号
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
畢
魏
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。
崇
禎
十
亓
年
で
二
十
歳
な
ら
、
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
あ
た
り
の
生
ま
れ
で
、
江
蘇
呉
県
の
人
で
あ
る
。
字
を
万
後
・
万
侯
、
号
を
晋
卿
と
称
し
、
そ
の
室
名
を
滑
稽
館
と
称
し
た
。
清
・
高
奕
の
「
新
伝
奇
品
」
に
は
、
彼
の
作
っ
た
戯
曲
と
し
て
、
一
、
紅
芍
薬
・
二
、
竹
葉
舟
・
三
、
呼
盧
報
・
四
、
三
報
恩
・
亓
、
万
人
敵
・
六
、
杜
鵑
声
の
六
種
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
の
は
、
二
の
竹
葉
舟
と
四
の
三
報
恩
の
み
で
、
そ
の
他
は
、
今
の
所
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
二
の
竹
葉
舟
伝
奇
は
、
三
報
恩
伝
奇
と
同
じ
く
北
京
図
書
館
に
蔵
さ
れ
、
ま
た
同
じ
く
「
古
本
戯
曲
叢
刊
」
第
二
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
晋
の
石
崇
の
話
を
戯
曲
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
伝
奇
品
」
で
は
、
彼
の
作
品
を
、
「
白
璧
南
金
、
精
彩
眩
目
」
（
白
玉
の
よ
う
に
品
徳
の
あ
る
優
秀
な
南
の
人
材
で
、
そ
の
詞
曲
の
精
彩
な
こ
と
目
が
眩
む
ほ
ど
）
と
、
最
大
限
の
賛
辞
で
褒
め
て
い
る
。 
 
三
報
恩
伝
奇
は
、
全
三
十
六
齣
か
ら
な
り
、
第
一
齣
か
ら
第
十
八
齣
ま
で
が
巻
上
、
第
十
九
齣
か
ら
第
三
十
六
齣
ま
で
が
巻
下
と
な
っ
て
い
る
。
巻
上
巻
下
の
冒
頭
に
は
、
二
行
に
わ
た
っ
て
姑
蘇
第
二
狂
筆
・
同
邑
龍
子
猶
竄
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
畢
魏
の
原
作
に
馮
夢
龍
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
と
こ
ろ
で
、
所
謂
「
墨
憨
斎
定
本
伝
奇
」
と
し
て
現
存
す
る
も
の
十
六
種
の
中
に
、
こ
の
三
報
恩
伝
奇
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
十
六
種
の
う
ち
「
双
雄
記
」
と
「
万
事
足
」
の
二
伝
奇
の
み
馮
夢
龍
原
作
の
戯
曲
で
、
そ
の
他
の
十
四
劇
は
、
三
報
恩
伝
奇
も
含
め
て
す
べ
て
他
人
の
原
作
に
馮
夢
龍
が
何
ら
か
の
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 
で
は
三
報
恩
伝
奇
に
関
し
、
畢
魏
の
原
作
に
馮
夢
龍
は
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
手
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
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( 5 ) 
う
か
。
ま
た
、
馮
夢
龍
は
沈
璟
を
筆
頭
と
す
る
呉
江
派
に
属
し
、
戯
曲
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
の
上
演
を
考
え
な
に
よ
り
も
曲
律
を
重
視
し
た
と
さ
れ
る
⑺
が
、
馮
夢
龍
が
手
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
畢
魏
の
原
作
の
曲
に
何
ら
か
の
手
を
加
え
た
か
否
か
、
残
念
な
こ
と
に
現
在
畢
魏
の
原
作
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
従
っ
て
本
考
で
は
、
以
下
は
畢
魏
の
原
作
に
馮
夢
龍
が
何
ら
か
の
手
を
加
え
た
現
存
伝
奇
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。 
 
二
、
「
老
門
生
小
説
」
と
「
三
報
恩
伝
奇
」
の
梗
概 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
老
門
生
小
説
（
以
下
こ
れ
を
、
小
説
と
略
称
す
る
）
を
材
料
と
し
て
三
報
恩
伝
奇
（
以
下
こ
れ
を
、
戯
曲
と
略
称
す
る
）
は
ど
う
作
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
小
説
と
戯
曲
そ
れ
ぞ
れ
の
梗
概
を
ま
ず
見
て
お
き
た
い
。 
 
ま
ず
、
老
門
生
小
説
の
話
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
 
明
の
正
統
年
間
の
こ
と
、
広
西
桂
林
府
興
安
県
の
秀
才
鮮
于
同
は
、
幼
時
よ
り
学
識
が
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
科
挙
に
及
第
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
亓
十
才
を
過
ぎ
て
も
な
お
学
生
の
身
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
彼
が
亓
十
七
歳
の
時
郷
試
の
予
備
試
験
で
あ
る
録
科
を
受
験
す
る
が
、
こ
の
時
の
試
験
管
は
、
若
者
好
き
老
人
嫌
い
で
有
名
な
台
州
府
仙
居
県
知
県
の
蒯
遇
時
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
蒯
試
験
管
は
、
心
な
ら
ず
も
老
人
で
あ
る
鮮
于
同
を
一
番
で
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
降
こ
れ
ま
た
自
分
の
意
に
反
し
て
郷
試
・
会
試
に
お
い
て
も
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
か
く
て
鮮
于
同
が
進
士
と
な
っ
た
の
は
、
六
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
科
第
を
は
た
し
た
鮮
于
同
は
、
ま
ず
刑
部
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
時
の
大
学
士
劉
吉
に
逆
ら
っ
て
刑
部
獄
に
つ
な
が
れ
て
い
た
蒯
公
を
救
っ
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
台
州
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
 
( 6 ) 
府
知
府
と
し
て
は
、
蒯
公
の
息
子
の
蒯
敬
共
の
無
実
の
罪
を
解
決
し
、
浙
江
巡
撫
の
時
に
は
、
孫
の
蒯
悟
を
教
育
し
て
進
士
に
及
第
さ
せ
る
な
ど
三
世
に
わ
た
っ
て
門
生
と
し
て
蒯
公
の
恩
に
報
い
た
。
か
く
て
、
官
途
を
歴
任
す
る
こ
と
三
十
三
年
で
退
休
し
、
九
十
七
歳
の
長
寿
を
ま
っ
と
う
し
て
卒
し
た
と
い
う
も
の
。 
 
で
は
、
三
報
恩
伝
奇
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
主
役
の
鮮
于
同
は
、
幼
い
時
よ
り
神
童
と
称
さ
れ
た
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
何
度
受
験
し
て
も
科
挙
に
合
格
で
き
ず
、
亓
十
七
歳
の
現
在
も
ま
だ
学
生
の
ま
ま
で
あ
る
。
あ
る
日
思
い
余
っ
た
彼
は
、
扶
乩
降
仙
の
術
で
知
ら
れ
た
飛
昇
観
に
行
き
、
自
分
の
将
来
を
占
っ
て
も
ら
う
。
そ
こ
で
、
観
主
の
体
に
乗
り
移
っ
た
呂
祖
仙
の
示
す
七
絶
の
偈
を
受
け
取
っ
て
帰
る
。
（
以
上
四
齣
ま
で
） 
 
そ
の
頃
、
鮮
于
同
の
住
む
興
安
県
の
知
県
は
、
蒯
遇
時
と
い
う
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
人
に
は
、
若
い
秀
才
の
み
可
愛
が
り
、
年
寄
り
の
学
生
を
馬
鹿
に
す
る
と
い
う
悪
い
癖
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
蒯
公
は
試
験
官
と
し
て
心
な
ら
ず
も
科
挙
の
予
備
試
験
と
科
挙
の
第
一
関
門
の
郷
試
に
お
い
て
、
二
度
も
自
分
が
忌
み
嫌
っ
て
い
た
老
学
生
た
る
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
た
だ
こ
の
時
蒯
公
の
唯
一
の
慰
め
は
、
郷
試
で
同
の
ほ
か
に
弱
冠
十
九
歳
の
陳
名
易
と
い
う
自
分
好
み
の
青
年
を
合
格
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
蒯
公
は
、
ひ
た
す
ら
陳
名
易
の
将
来
を
期
待
す
る
。
（
以
上
十
四
齣
ま
で
） 
 
間
も
な
く
興
安
県
知
県
よ
り
都
の
礼
部
給
事
中
の
榮
転
し
た
蒯
公
は
、
会
試
の
試
験
官
と
し
て
再
び
鮮
于
同
と
陳
名
易
の
答
案
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
羽
目
に
な
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
一
つ
に
は
鮮
于
同
と
も
う
か
か
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
と
、
今
一
つ
に
は
な
に
が
な
ん
で
も
陳
名
易
を
合
格
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
会
試
試
験
官
の
同
僚
に
採
点
科
目
を
変
わ
っ
て
も
ら
い
、
か
つ
ま
た
答
案
の
末
尾
に
か
ね
て
陳
名
易
と
申
し
合
わ
せ
て
あ
る
符
丁
を
そ
の
同
僚
に
教
え
、
こ
れ
が
書
き
込
ん
で
あ
る
答
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案
を
ぜ
ひ
合
格
さ
せ
て
ほ
し
い
と
た
の
む
。 
 
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
鮮
于
同
は
、
会
試
受
験
の
前
に
見
た
奇
夢
の
縁
起
を
か
つ
い
で
、
受
験
科
目
を
変
更
し
、
郷
試
で
受
け
た
科
目
「
礼
記
」
を
、
今
度
は
「
詩
経
」
に
改
め
受
験
し
て
い
た
。
皮
肉
に
も
蒯
公
は
ま
た
し
て
も
自
ら
の
手
で
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
（
以
上
二
十
齣
ま
で
） 
 
進
士
と
な
っ
た
鮮
于
同
は
刑
部
主
事
、
陳
名
易
は
工
部
主
事
を
拝
命
す
る
。
そ
の
頃
内
閣
大
学
士
の
劉
吉
は
、
自
分
を
し
き
り
に
弾
劾
す
る
蒯
遇
時
を
不
快
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
家
で
は
、
娘
婿
の
そ
の
蒯
遇
時
の
門
生
の
陳
名
易
と
す
る
話
が
も
ち
あ
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
陳
名
易
は
劉
大
学
士
の
娘
婿
に
納
ま
る
。
娘
婿
と
な
っ
た
途
端
陳
名
易
は
、
奸
計
を
劉
吉
に
示
し
て
、
自
分
を
抜
擢
し
て
く
れ
た
恩
に
背
い
て
座
主
の
蒯
遇
時
を
刑
部
獄
に
投
獄
す
る
。
だ
が
幸
い
に
も
鮮
于
同
の
刑
部
主
事
と
し
て
の
必
死
の
尽
力
に
よ
り
、
蒯
公
は
釈
放
さ
れ
、
四
川
華
陽
県
の
典
吏
と
い
う
地
方
の
小
官
に
左
遷
さ
れ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
蒯
公
に
は
蒯
楽
と
い
う
ド
ラ
息
子
が
い
て
、
勉
強
嫌
い
遊
び
す
き
で
、
博
打
を
う
つ
は
廓
に
通
う
は
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
劉
吉
と
陳
名
易
は
、
こ
の
蒯
楽
が
良
家
の
娘
を
手
籠
に
し
た
り
、
良
家
の
子
弟
を
博
打
に
誘
っ
た
な
ど
と
、
根
も
葉
も
な
い
こ
と
で
台
州
府
牢
に
つ
な
ぐ
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
台
州
府
知
府
が
鮮
于
同
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
が
そ
の
冤
を
晴
ら
し
、
蒯
楽
を
釈
放
す
る
。
（
以
上
二
十
九
齣
ま
で
） 
 
同
の
息
子
の
鮮
于
俊
は
、
科
挙
に
合
格
の
後
、
内
閣
大
学
士
劉
吉
と
組
ん
で
い
つ
も
悪
事
を
働
い
た
太
監
汪
直
の
大
罪
十
二
を
弾
劾
し
つ
つ
、
蒯
公
の
冤
謫
の
件
を
上
奏
し
た
と
こ
ろ
、
と
も
に
認
め
ら
れ
る
。
更
に
彼
自
身
翰
林
院
簡
討
に
抜
擢
さ
れ
る
。
そ
の
後
俊
は
蒯
公
の
孫
の
蒯
悟
の
学
問
を
見
る
や
、
自
分
の
息
子
榮
と
と
も
に
こ
の
蒯
悟
も
科
挙
に
合
格
す
る
。 
 
一
方
、
鮮
于
同
は
、
す
で
に
巡
撫
の
任
に
あ
っ
た
が
、
歳
も
八
十
を
超
え
高
齢
を
理
由
に
、
あ
る
日
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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退
官
を
願
い
出
て
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。 
 
後
に
聖
旨
が
下
り
、
鮮
于
同
に
は
太
子
尐
保
の
位
が
加
え
ら
れ
、
息
子
の
俊
は
翰
林
院
侍
読
学
士
、
孫
の
榮
は
内
閣
中
書
に
そ
れ
ぞ
れ
任
ぜ
ら
れ
た
旨
が
鮮
于
家
に
伝
え
ら
れ
た
。
（
以
上
三
十
六
齣
ま
で
） 
  
 
三
、
小
説
か
ら
戯
曲
へ 
  
で
は
、
小
説
か
ら
戯
曲
に
か
け
て
、
ど
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
か
、
以
下
こ
れ
を 
イ
、 
忠
奸
闘
争
の
強
調 
ロ
、 
宿
命
的
人
生
観
の
強
調 
ハ
、 
登
場
人
物
の
対
称
的
配
置 
ニ
、 
読
み
違
え
と
予
想
外
の
筋
展
開
の
増
幅 
の
四
方
面
よ
り
考
察
し
て
み
た
い
。 
イ
、 
忠
奸
闘
争
の
強
調 
戯
曲
で
は
、
登
場
人
物
を
忠
臣
と
奸
臣
と
に
明
確
に
分
け
、
こ
の
両
者
を
闘
わ
せ
、
最
終
的
に
は
忠
臣
が
勝
利
す
る
と
い
う
ふ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 
忠
臣
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
鮮
于
同
・
俊
親
子
、
座
主
の
蒯
遇
時
、
司
礼
監
の
懐
恩
、
兵
部
尚
書
の
項
忠
、
都
御
史
の
王
恕
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
奸
臣
と
し
て
は
、
内
閣
大
学
士
の
劉
吉
と
そ
の
娘
婿
の
陳
名
易
、
司
礼
監
の
汪
直
、
兵
部
尚
書
の
陳
鉞
、
威
寧
伯
王
越
ら
が
登
場
す
る
。
但
し
、
汪
直
・
陳
鉞
・
王
越
の
三
人
は
、
直
接
劇
中
に
登
場
せ
ず
、
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
の
中
に
の
み
出
て
く
る
。 
歴
史
上
の
汪
直
と
言
え
ば
、
憲
宗
の
寵
を
う
け
、
成
化
年
間
に
西
廠
を
設
け
、
そ
の
長
と
し
て
腹
心
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の
陳
鉞
・
王
越
ら
と
と
も
に
、
自
分
に
歯
向
か
う
政
敵
を
次
々
と
投
獄
し
倒
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
悪
名
高
い
宦
官
で
あ
る
。 
尚
、
上
記
の
登
場
人
物
の
う
ち
、
鮮
于
同
・
俊
、
蒯
遇
時
、
陳
名
易
の
四
名
の
み
が
虚
構
の
人
物
⑻
で
、
あ
と
は
す
べ
て
、
成
化
年
間
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
。 
戯
曲
で
は
こ
の
忠
奸
闘
争
が
、
第
二
十
二
齣
で
劉
吉
が
浄
（
敵
役
）
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
第
三
十
一
齣
で
聖
旨
に
よ
り
劉
吉
と
そ
の
一
味
が
政
界
か
ら
追
放
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
て
描
か
れ
、
中
で
も
第
二
十
二
齣
の
花
宴
、
第
二
十
四
齣
の
択
婿
、
第
二
十
亓
齣
の
探
獄
、
第
二
十
七
齣
の
独
餞
、
第
二
十
八
齣
の
造
謀
、
第
二
十
九
齣
の
雪
冤
、
第
三
十
一
齣
の
鋤
奸
の
各
齣
に
集
中
し
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
全
三
十
六
齣
中
約
二
割
を
占
め
る
。
い
ず
れ
も
、
蒯
遇
時
と
鮮
于
同
対
劉
吉
と
陳
名
易
の
対
立
構
図
を
鮮
明
に
描
い
て
い
る
。 
こ
れ
に
対
し
て
小
説
中
で
今
見
た
戯
曲
に
相
当
す
る
部
分
と
し
て
は
、 
 
 
蒯
遇
時
在
礼
科
衙
門
直
言
敢
諌
、
因
奏
疏
裏
面
觸
突
了
大
学
士
劉
吉
、
被
吉
尋
他
罪
過
、
下
於
詔
獄
。
那
時
刑
部
官
員
、
一
箇
箇
奉
承
劉
吉
、
欲
将
蒯
公
置
之
死
地
。
却
好
天
与
其
便
、
鮮
于
同
在
本
部
一
力
周
旋
看
覻
，
所
以
蒯
公
不
致
喫
虧
。
又
替
他
糾
合
同
年
、
在
各
衙
門
懇
求
方
便
、
蒯
公
遂
得
従
軽
降
処
。 
 
と
、
礼
科
給
事
中
の
蒯
遇
時
が
憚
る
こ
と
な
く
諌
言
し
、
大
学
士
の
劉
吉
と
衝
突
し
た
為
に
、
劉
吉
に
粗
探
し
を
さ
れ
、
結
果
詔
獄
に
囚
え
ら
れ
た
が
、
刑
部
主
事
の
鮮
于
同
が
こ
れ
を
救
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
字
数
に
し
て
僅
か
に
百
亓
字
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
劉
吉
は
登
場
せ
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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ず
、
ま
し
て
陳
名
易
な
る
登
場
人
物
も
な
い
。
こ
れ
で
は
蒯
遇
時
な
い
し
鮮
于
同
が
忠
臣
で
、
か
た
や
劉
吉
が
奸
臣
と
描
か
れ
て
い
る
と
は
か
な
ら
ず
し
も
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
が
、
忠
奸
闘
争
を
描
く
こ
と
に
な
っ
て
な
い
。 
ロ
、
宿
命
的
人
生
観
の
強
調 
 
で
は
こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
は
何
か
と
言
え
ば
、
人
生
に
お
け
る
宿
命
で
あ
る
。
心
の
中
で
は
老
受
験
生
を
馬
鹿
に
す
る
試
験
官
の
蒯
遇
時
は
、
心
な
ら
ず
も
三
度
ま
で
も
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
こ
れ
ま
た
心
な
ら
ず
も
三
代
に
わ
た
っ
て
鮮
于
同
の
世
話
に
な
る
と
い
う
滑
稽
な
話
で
、
鮮
于
同
の
科
挙
及
第
と
出
世
は
前
定
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
作
中
「
話
本
」
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
早
知
富
貴
生
成
定 
悔
却
従
前
枉
用
心
」
の
七
言
二
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
説
で
は
す
で
に
人
生
の
前
定
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
戯
曲
で
は
そ
こ
が
更
に
明
確
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
第
四
齣
に
お
け
る
呂
祖
仙
の
七
絶
詩
が
ひ
と
つ
の
「
し
か
け
」
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
鮮
于
同
の
人
生
の
予
言
と
な
る
偈
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
こ
の
時
鮮
于
同
自
身
そ
の
詩
の
意
味
す
る
所
が
分
か
ら
な
い
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
終
の
第
三
十
六
齣
に
再
び
こ
の
七
絶
詩
が
出
て
く
る
。
こ
の
時
す
で
に
鮮
于
同
は
百
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
蒯
遇
時
が
聖
旨
を
携
え
て
鮮
于
家
に
来
て
、
そ
の
際
同
の
百
歳
を
祝
っ
て
「
天
台
図
」
を
贈
り
物
と
し
て
置
い
て
ゆ
く
。
同
が
そ
の
図
を
開
い
て
見
る
と
、
蓬
莱
島
に
集
う
群
仙
献
寿
の
図
で
、
う
ち
一
人
の
仙
人
が
呂
祖
で
、
そ
の
呂
祖
が
高
々
と
一
巻
の
書
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
書
に
は
な
ん
と
飛
昇
観
で
得
た
七
絶
詩
が
書
い
て
あ
っ
た
。
鮮
于
同
は
こ
の
時
は
っ
き
り
そ
の
詩
句
の
意
味
を
解
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
達
も
、
皆
同
の
立
身
出
世
と
鮮
于
家
の
繁
栄
と
は
す
べ
て
前
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
小
説
と
比
べ
れ
ば
、
よ
り
前
定
を
強
調
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 
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ハ
、
登
場
人
物
の
対
称
的
配
置 
 
戯
曲
で
は
、
以
下
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
。 
（
老
旦
）
鮮
于
同
の
妻
顔
氏
、
（
小
生
）
鮮
于
同
の
息
子
鮮
于
俊
、
（
丑
）
鮮
于
同
の
孫
鮮
于
榮
、
（
外
）
鮮
于
同
の
従
弟
梁
徳
、
（
旦
）
梁
徳
の
娘
梁
窈
窕
、
（
小
浄
）
内
閣
大
学
士
劉
吉
の
妻
鄔
氏
、
（
貼
）
劉
吉
の
娘
瓊
真
、
（
丑
）
鮮
于
同
と
同
年
の
進
士
陳
名
易
、
（
小
浄
）
蒯
遇
時
の
ど
ら
息
子
蒯
楽
、
（
老
旦
）
飛
昇
観
観
主
王
仙
保
な
ど
、
こ
れ
を
小
説
と
比
べ
れ
ば
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
戯
曲
の
場
合
短
編
小
説
と
異
な
り
、
前
後
三
十
六
齣
も
の
劇
を
展
開
さ
せ
る
に
は
、
筋
立
て
を
複
雑
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
故
に
そ
れ
相
応
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
増
す
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
ま
た
こ
れ
は
、
明
末
の
戯
曲
に
限
ら
ず
そ
れ
ま
で
の
小
説
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
三
報
恩
伝
奇
に
お
い
て
殊
に
登
場
人
物
を
対
称
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
て
い
る
。 
 
例
え
ば
、
蒯
遇
時
に
よ
る
抜
擢
の
恩
に
対
し
て
は
、
鮮
于
同
と
陳
名
易
の
態
度
は
対
称
的
で
、
前
者
が
恩
に
報
お
う
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
恩
に
背
く
行
為
を
と
る
。
鮮
于
俊
が
上
出
来
の
息
子
な
の
に
対
し
、
蒯
楽
は
ど
ら
息
子
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
二
人
も
対
称
的
に
描
か
れ
る
。
ま
た
鮮
于
俊
が
梁
窈
窕
と
結
婚
す
る
の
に
対
し
、
陳
名
易
が
劉
瓊
真
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
対
称
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
司
礼
監
の
汪
直
と
懐
恩
の
二
人
も
、
前
者
が
奸
臣
な
の
に
対
し
、
後
者
が
忠
臣
と
対
称
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。 
ニ
、
読
み
違
え
と
予
想
外
の
筋
展
開
の
増
幅 
 
小
説
で
は
、
知
県
兼
試
験
官
の
蒯
遇
時
が
郷
試
の
予
備
試
験
た
る
録
科
で
大
嫌
い
な
老
人
の
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
の
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
郷
試
・
会
試
の
い
ず
れ
も
自
分
の
意
に
反
し
て
こ
の
男
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
蒯
公
の
読
み
違
い
と
予
想
外
の
展
開
と
が
滑
稽
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
小
説
の
魅
力
と
も
な
っ
て
い
る
。 
 
戯
曲
で
も
、
ま
ず
こ
の
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。 
つ
ま
り
第
亓
齣
よ
り
第
七
齣
ま
で
は
、
蒯
遇
時
が
自
分
の
意
に
反
し
て
録
科
で
鮮
于
同
を
一
番
に
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。 
ま
た
第
十
一
齣
よ
り
第
十
三
齣
ま
で
は
、
郷
試
に
お
い
て
鮮
于
同
が
二
日
酔
い
で
提
出
し
た
不
満
足
な
答
案
を
、
蒯
遇
時
は
若
い
受
験
生
の
も
の
と
勘
違
い
し
、
結
果
ま
た
ま
た
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。 
 
更
に
第
十
七
齣
よ
り
第
十
九
齣
ま
で
の
会
試
の
場
面
で
は
、
鮮
于
同
は
郷
試
の
時
と
同
じ
礼
記
で
受
験
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
試
験
の
前
日
見
た
夢
に
詩
経
で
合
格
し
て
い
る
の
を
見
て
、
受
験
科
目
を
急
遽
変
更
す
る
。
一
方
礼
科
給
事
中
に
転
勤
し
た
蒯
遇
時
は
、
会
試
の
試
験
官
を
拝
命
す
る
が
、
彼
と
し
て
は
も
う
鮮
于
同
と
は
か
か
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
一
心
か
ら
、
同
僚
の
試
験
官
に
頼
ん
で
採
点
科
目
を
礼
記
か
ら
詩
経
に
し
て
も
ら
う
。
か
く
て
ま
た
し
て
も
自
ら
の
手
で
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
て
し
ま
う
。
以
上
い
ず
れ
も
、
戯
曲
は
小
説
と
同
じ
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
が
戯
曲
第
十
九
齣
で
は
、
会
試
の
試
験
官
同
士
が
互
い
に
不
正
を
依
頼
し
あ
う
一
段
が
新
た
に
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
会
試
の
試
験
官
と
な
っ
た
蒯
遇
時
は
、
そ
れ
ま
で
大
い
に
目
を
か
け
て
き
た
門
生
の
陳
名
易
を
な
ん
と
し
て
も
合
格
さ
せ
た
い
一
心
か
ら
、
採
点
科
目
を
か
わ
っ
て
く
れ
た
同
僚
の
錢
為
上
の
所
に
行
っ
て
不
正
を
頼
む
。
そ
れ
は
、
今
回
礼
記
で
受
験
し
て
い
る
者
の
中
に
、
自
分
が
目
を
か
け
た
門
生
が
い
る
の
で
是
非
彼
を
合
格
さ
せ
て
ほ
し
い
、
目
印
は
答
案
第
七
篇
の
末
尾
が
「
後
世
可
畏
」
で
結
ば
れ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
か
の
同
僚
の
試
験
官
も
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
自
分
に
も
詩
経
で
受
験
し
た
門
生
で
是
非
合
格
さ
せ
た
い
者
が
い
る
、
そ
の
者
の
答
案
『中国言語文化研究』第 12 号 
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の
末
尾
が
「
財
旺
生
官
（
財
旺
な
れ
ば
、
官
を
生
ず
）
」
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
二
人
の
試
験
官
の
や
り
と
り
は
、
実
に
生
々
し
い
。
実
は
、
蒯
遇
時
が
や
っ
て
く
る
前
、
こ
の
錢
為
上
は
、
次
の
よ
う
な
独
り
言
を
言
っ
て
い
る
。 
  
従
来
科
場
一
事
、
原
是
為
国
求
賢
、
関
防
甚
密
。
但
邇
年
私
通
関
節
、
習
成
常
套
、
人
々
如
此
、
怪
我
不
得
。
（
そ
も
そ
も
科
挙
は
、
国
家
有
為
の
人
材
を
え
ら
ぶ
の
が
主
旨
だ
か
ら
、
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
厳
正
さ
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
つ・
て・
や
賄
賂
に
よ
っ
て
合
否
が
き
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
み
ん
な
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
私
だ
け
で
は
な
い
。
） 
 
 
つ
ま
り
、
こ
の
錢
為
上
と
い
う
試
験
官
は
、
そ
の
名
前
か
ら
し
て
お
金
を
第
一
と
考
え
る
試
験
官
で
あ
り
、
彼
が
合
格
さ
せ
た
い
門
生
と
い
う
の
も
、
彼
に
沢
山
の
賄
賂
を
く
れ
た
受
験
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
次
の
第
二
十
齣
に
な
る
と
、
会
試
合
格
を
喜
ぶ
鮮
于
同
が
登
場
し
て
、
科
目
を
変
更
し
て
受
験
し
た
の
に
、
今
度
も
ま
た
自
分
を
合
格
さ
せ
て
く
れ
た
試
験
官
が
蒯
遇
時
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
非
常
に
驚
い
て
い
る
。 
 
戯
曲
で
は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
違
え
は
こ
の
他
に
も
見
ら
れ
る
。 
 
第
二
十
亓
齣
で
は
、
蒯
遇
時
は
大
学
士
劉
吉
を
批
判
し
て
詔
獄
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
る
が
、
こ
の
時
彼
は
自
分
を
助
け
に
来
て
く
れ
る
の
は
て
っ
き
り
こ
れ
ま
で
目
を
か
け
て
き
た
陳
名
易
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
豈
図
ら
ん
や
、
実
際
に
助
け
に
き
て
く
れ
た
の
は
、
自
分
が
誤
っ
て
三
度
も
合
格
さ
せ
た
鮮
于
同
で
あ
っ
た
と
い
う
箇
所
や
、
陳
名
易
が
今
を
時
め
く
宰
相
の
劉
家
の
入
婿
と
な
り
、
自
ら
の
将
来
は
安
泰
と
ば
か
り
先
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
第
三
十
一
齣
で
司
礼
監
懐
恩
の
上
奏
に
よ
り
、
汪
直
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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の
一
味
に
加
え
ら
れ
た
末
に
、
山
東
徳
洲
太
平
駅
で
の
雑
役
の
従
事
を
命
ぜ
ら
れ
る
羽
目
に
な
る
と
い
う
箇
所
な
ど
、
い
ず
れ
も
読
み
違
え
と
予
想
外
の
筋
展
開
の
例
で
あ
り
、
戯
曲
で
は
こ
れ
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
。 
  
 
四
、
馮
夢
龍
と
科
挙 
 
 
最
後
に
、
馮
夢
龍
は
一
体
科
挙
に
対
し
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
「
老
門
生
小
説
」
を
作
り
、
「
三
報
恩
伝
奇
」
に
手
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
先
に
も
触
れ
た
通
り
「
老
門
生
小
説
」
は
馮
夢
龍
が
亓
十
一
歳
に
な
る
前
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
「
三
報
恩
伝
奇
」
の
方
は
馮
夢
龍
六
十
九
歳
の
時
の
作
で
、
こ
の
両
作
品
に
は
約
二
十
年
近
い
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
の
科
挙
に
対
す
る
考
え
方
も
年
齢
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
馮
夢
龍
は
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
亓
十
七
歳
の
時
に
貢
生
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
に
こ
の
時
が
彼
の
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
貢
生
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
は
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
生
員
の
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
彼
は
一
体
何
度
科
挙
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。 
 
と
こ
ろ
で
こ
の
貢
生
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
馮
夢
龍
自
身
す
で
に
小
説
中
で
主
人
公
の
鮮
于
同
の
口
を
借
り
て
、
貢
生
か
ら
役
人
に
な
る
道
を
科
挙
に
よ
る
そ
れ
と
比
べ
て
前
途
に
限
り
が
あ
る
と
言
っ
て
滔
滔
と
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
時
自
ら
貢
生
に
お
さ
ま
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 
 
思
う
に
、
こ
の
時
彼
な
り
に
現
実
と
妥
協
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
小
説
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中
の
鮮
于
同
も
や
は
り
亓
十
七
歳
の
年
に
進
士
に
な
る
と
い
う
奇
妙
な
年
齢
上
の
符
合
が
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
ま
で
批
判
し
て
き
た
貢
生
に
な
ぜ
お
さ
ま
っ
た
の
か
。
こ
れ
も
推
測
す
る
他
は
な
い
が
、
や
は
り
第
一
に
亓
十
七
と
い
う
年
齢
を
考
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
、
た
と
え
そ
の
後
進
士
に
選
ば
れ
た
と
し
て
も
、
役
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
期
間
は
知
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
二
に
や
は
り
生
活
苦
が
あ
り
、
こ
の
時
一
定
の
収
入
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
為
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
記
事
で
あ
る
が
、
袁
于
令
が
「
西
楼
記
」
と
い
う
戯
曲
を
作
っ
て
馮
夢
龍
の
批
評
を
乞
う
た
時
、
馮
は
「
錯
夢
」
の
一
齣
を
付
け
加
え
た
方
が
良
い
と
言
っ
て
、
袁
よ
り
百
金
を
受
け
取
っ
た
話
が
あ
る
⑼
。
こ
の
時
馮
の
一
家
は
食
う
に
事
欠
く
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
よ
く
馮
の
楽
天
的
性
格
を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
時
実
際
に
馮
家
の
生
活
は
窮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
高
洪
鈞
氏
の
「
馮
夢
龍
年
譜
⑽
」
に
よ
れ
ば
、
馮
が
袁
の
戯
曲
に
手
を
加
え
た
の
は
、
崇
禎
三
年
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
に
馮
が
貢
生
と
な
っ
た
年
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
馮
夢
龍
が
亓
十
七
歳
に
な
る
ま
で
た
だ
進
士
に
な
る
為
の
八
股
文
の
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
そ
の
年
に
な
る
ま
で
、
彼
は
自
か
ら
著
述
編
纂
し
た
本
の
そ
の
大
半
を
世
に
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
民
歌
を
収
集
し
た
「
山
歌
」
「
掛
枝
児
」
、
戯
曲
の
創
作
な
い
し
改
作
と
し
て
は
「
墨
憨
斎
定
本
伝
奇
」
、
文
言
小
品
文
を
収
集
し
た
「
太
平
広
記
」
「
古
今
譚
概
」
「
智
嚢
補
」
「
情
史
」
「
笑
府
」
、
短
編
白
話
小
説
集
と
し
て
は
「
三
言
」
、
長
編
白
話
小
説
の
増
改
訂
と
し
て
は
「
新
平
妖
伝
」
「
新
列
国
志
」
な
ど
が
あ
り
、
以
上
の
他
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
麟
経
指
月
」
「
春
秋
衡
庫
」
「
春
秋
定
旨
参
新
」
「
綱
鑑
統
一
」
と
い
っ
た
科
挙
受
験
の
参
考
書
の
存
在
で
あ
る
⑾
。
中
で
も
前
三
書
が
す
べ
て
「
春
秋
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
小
説
中
の
鮮
于
同
は
、
「
礼
記
」
で
郷
試
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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を
受
験
す
る
が
、
或
い
は
馮
夢
龍
自
身
は
「
春
秋
」
で
科
挙
の
受
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
二
○
）
馮
夢
龍
四
十
七
歳
の
時
に
出
版
さ
れ
た
「
麟
経
指
月
」
の
冒
頭
に
は
、
彼
の
弟
馮
夢
熊
の
書
い
た
序
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、 
  
余
兄
猶
龍
、
幼
治
「
春
秋
」
、
胸
中
武
庫
、
不
滅
征
南
。
居
恒
研
精
覃
思
，
曰
「
吾
志
在
春
秋
」
。
牆
壁
戸
牗
皆
置
刀
筆
者
、
積
二
十
余
年
而
始
惬
。 
 
 
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
馮
夢
龍
が
二
十
代
の
頃
か
ら
必
死
に
「
春
秋
」
を
勉
強
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
恐
ら
く
馮
夢
龍
は
亓
十
七
歳
に
な
る
ま
で
、
上
記
の
著
作
物
を
世
に
送
り
出
し
つ
つ
、
小
説
中
の
鮮
于
同
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
進
士
に
及
第
し
な
い
限
り
、
と
て
も
役
人
な
ん
か
に
な
れ
な
い
よ
。
む
し
ろ
こ
の
ま
ま
老
学
生
で
一
生
を
終
え
た
ほ
う
が
ま
し
だ
。
」
と
考
え
、
科
挙
の
受
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 
 
で
は
、
畢
魏
の
戯
曲
に
筆
を
と
っ
た
六
十
九
歳
の
時
の
彼
は
、
科
挙
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
や
は
り
、
「
三
報
恩
伝
奇
」
の
序
に
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
  
至
伝
中
科
場
仮
借
、
或
言
稍
觸
時
諱
。
夫
仮
借
之
得
失
、
即
命
為
之
。
況
礼
義
不
愆
、
何
恤
人
言
？
倘
為
鮮
于
不
為
名
易
、
即
逆
取
而
順
守
、
吾
猶
謂
商
周
之
不
異
唐
虞
耳
。
若
執
此
為
謗
為
嫌
、
是
未
通
於
命
、
又
安
足
与
言
天
乎
？ 
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伝
奇
の
中
で
科
場
の
仮
借
（
恐
ら
く
こ
れ
は
、
第
十
九
齣
に
お
け
る
試
験
官
同
士
が
自
ら
の
意
中
の
受
験
生
を
合
格
さ
せ
た
い
が
為
に
、
互
い
に
答
案
の
目
印
を
教
え
あ
う
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
）
に
書
き
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
憚
ら
れ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
こ
の
仮
借
の
損
得
も
、
所
詮
運
命
が
こ
れ
を
決
す
る
も
の
だ
。
ま
し
て
（
受
験
行
為
自
身
）
礼
義
に
た
が
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
（
そ
の
結
果
に
つ
い
て
）
人
の
う
わ
さ
な
ど
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
こ
の
行
為
が
鮮
于
同
の
為
で
陳
名
易
の
為
で
な
い
な
ら
、
こ
れ
ぞ
「
天
下
を
取
る
時
は
、
道
に
逆
ら
っ
た
方
法
を
用
い
て
も
、
天
下
を
守
る
時
に
は
、
道
に
従
う
」
（
「
史
記
」
陸
賈
伝
中
の
語
）
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
殷
周
革
命
も
、
堯
か
ら
舜
へ
の
政
権
委
譲
と
な
ん
ら
変
わ
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
る
。
も
し
こ
の
科
場
の
仮
借
を
執
っ
て
こ
れ
を
謗
っ
た
り
嫌
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
（
そ
の
人
は
）
ま
だ
運
命
と
い
う
も
の
に
通
じ
て
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
人
と
と
も
に
天
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。 
 
 
つ
ま
り
科
挙
の
合
否
は
運
命
で
あ
り
、
そ
の
運
命
の
前
で
は
試
験
官
の
愚
か
し
い
小
細
工
も
無
力
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
馮
夢
龍
が
亡
く
な
る
四
年
前
の
考
え
方
で
あ
る
。
す
で
に
人
生
の
甘
い
も
辛
い
も
味
わ
い
尽
く
し
た
馮
夢
龍
は
、
晩
年
に
あ
た
っ
て
つ
い
ぞ
生
涯
科
挙
の
合
格
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
序
に
見
え
る
よ
う
に
、
す
べ
て
運
命
と
考
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
  
 
 
 
ま
と
め 
 
 
以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
「
老
門
生
小
説
」
と
「
三
報
恩
伝
奇
」
に
つ
い
て
、
小
説
か
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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ら
戯
曲
へ
と
ど
の
よ
う
な
改
作
が
な
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
一
、
忠
奸
闘
争
の
強
調
、
ニ
、
宿
命
的
人
生
観
の
強
調
、
三
、
登
場
人
物
の
対
称
的
配
置
、
四
、
読
み
違
え
と
予
想
外
の
筋
展
開
の
増
幅
の
四
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 
 
一
方
馮
夢
龍
の
一
生
は
、
こ
の
小
説
や
戯
曲
で
扱
わ
れ
て
い
る
科
挙
と
深
く
関
わ
っ
た
人
生
だ
っ
た
。
中
年
の
頃
に
書
か
れ
た
「
老
門
生
小
説
」
が
奇
妙
に
も
彼
の
後
の
人
生
を
暗
示
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
小
説
で
は
主
人
公
が
亓
十
七
歳
で
進
士
に
な
る
が
、
馮
自
身
そ
の
亓
十
七
歳
で
そ
れ
ま
で
の
科
挙
に
よ
る
役
人
を
断
念
し
て
貢
生
と
な
っ
て
い
る
。 
 
今
回
は
、
明
末
に
出
現
し
た
伝
奇
の
う
ち
話
本
小
説
に
題
材
を
取
材
す
る
も
の
の
改
作
傾
向
に
つ
い
て
、
馮
夢
龍
が
書
い
た
「
老
門
生
小
説
」
と
畢
魏
原
作
の
「
三
報
恩
伝
奇
」
に
つ
い
て
こ
れ
を
考
察
し
て
み
た
が
、
そ
の
他
の
明
末
の
戯
曲
作
品
に
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
  
 
 
 
註 
⑴
馮
夢
龍
の
編
し
た
口
語
体
短
編
小
説
集
「
喩
世
明
言
」
「
警
世
通
言
」
「
醒
世
恒
言
」
の
総
称
。
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
明
言
」
「
通
言
」
「
恒
言
」
と
略
称
す
る
。 
⑵
李
玉
「
眉
山
秀
伝
奇
」
の
跋
文
中
の
語
。
（
「
西
諦
書
跋
」
文
物
出
版
社
一
九
九
八
年
刊
、
頁
六
二
六
） 
⑶
無
碍
居
士
と
は
、
馮
夢
龍
の
こ
と
と
す
る
説
が
あ
る
。 
⑷
北
京
図
書
館
蔵
本
。
後
に
「
古
本
戯
曲
叢
刊
」
二
集
に
収
め
ら
れ
る
。 
⑸
こ
の
他
に
「
曲
海
総
目
提
要
」
巻
二
十
「
非
非
想
」
劇
の
条
に
、
「
海
寧
人
査
継
佐
撰
。
継
佐
字
伊
璜
。
崇
禎
癸
酉
挙
人
、
才
名
甚
著
、
以
考
廉
終
。
所
著
有
『
非
非
想
』
及
『
三
報
恩
』
、
流
伝
於
世
。
云
々
」
と
あ
り
、
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査
継
佐
に
も
「
三
報
恩
」
劇
が
あ
っ
た
と
見
え
る
が
、
こ
れ
以
外
の
戯
曲
書
目
に
査
継
佐
に
「
三
報
恩
」
劇
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
な
に
よ
り
も
そ
の
作
品
自
体
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
当
に
老
門
生
小
説
を
改
編
し
た
も
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
郭
英
徳
氏
は
、
こ
の
「
曲
海
総
目
提
要
」
の
記
事
は
誤
り
の
よ
う
だ
と
し
て
、
査
継
佐
に
「
三
報
恩
」
伝
奇
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
（
「
明
清
伝
奇
綜
録
」
巻
四
畢
魏
「
三
報
恩
」
の
条
） 
⑹
な
に
よ
り
も
異
な
る
の
は
時
代
背
景
で
、
老
門
生
小
説
と
三
報
恩
伝
奇
の
方
が
明
の
正
統
年
間
よ
り
弘
治
年
間
に
か
け
て
の
話
と
す
る
の
に
対
し
て
、
玉
瑑
縁
伝
奇
の
方
は
明
の
万
暦
年
間
を
背
景
と
し
て
、
う
ち
に
万
暦
の
三
大
征
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
播
州
の
土
豪
楊
応
龍
の
反
乱
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
名
も
、
例
え
ば
、
心
な
ら
ず
も
三
度
も
鮮
于
同
を
合
格
さ
せ
る
興
安
県
知
県
は
、
三
報
恩
伝
奇
は
老
門
生
小
説
と
同
じ
く
蒯
遇
時
で
あ
る
が
、
玉
瑑
縁
伝
奇
の
方
は
蒯
誠
と
少
し
異
な
る
し
、
三
報
恩
伝
奇
の
方
は
小
説
と
同
じ
く
、
蒯
遇
時
が
礼
科
給
事
中
と
し
て
時
の
宰
相
劉
吉
を
憚
る
こ
と
な
く
弾
劾
し
た
為
に
投
獄
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
玉
瑑
縁
伝
奇
の
蒯
誠
は
、
会
試
で
落
と
さ
れ
た
受
験
生
の
牟
奎
よ
り
恨
ま
れ
、
折
か
ら
発
生
し
た
楊
応
龍
の
反
乱
に
内
応
し
た
と
い
う
根
も
葉
も
な
い
讒
訴
に
よ
り
投
獄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
主
役
の
鮮
于
同
が
四
川
巡
撫
と
し
て
、
こ
の
楊
応
龍
の
反
乱
を
平
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 
ま
た
小
説
で
は
、
鮮
于
同
が
郷
試
で
は
礼
記
で
受
験
す
る
も
会
試
で
は
詩
経
と
受
験
科
目
を
変
更
し
た
の
は
、
会
試
受
験
の
直
前
に
見
た
夢
で
あ
る
点
、
三
報
恩
伝
奇
も
同
じ
だ
が
、
玉
瑑
縁
伝
奇
で
も
会
試
で
受
験
科
目
を
変
更
す
る
も
の
の
、
そ
の
科
目
は
、
郷
試
で
は
春
秋
、
会
試
で
は
易
経
に
変
更
と
尐
し
異
な
り
、
ま
た
そ
の
変
更
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
も
夢
で
は
な
く
、
金
山
に
お
け
る
周
顛
仙
と
い
う
者
の
導
き
で
あ
る
と
す
る
。 
⑺
岩
城
秀
夫
「
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
」
（
創
文
社 
昭
和
四
十
八
年
刊
）
第
亓
章
戯
曲
構
成
の
技
法
と
理
論
頁
三
「三報恩伝奇」に於ける改作傾向について 
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七
三
参
照
の
こ
と
。 
⑻
鮮
于
同
に
は
「
同
じ
き
者
す
く
な
し
」
が
、
蒯
遇
時
に
は
「
早
く
に
時
に
あ
う
」
が
、
陳
名
易
に
は
「
名
を
な
す
こ
と
や
す
し
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。 
⑼
清
の
楊
恩
寿
の
「
詞
餘
叢
話
」
巻
三
、
褚
人
穫
「
堅
瓠
續
集
」
巻
二
、
焦
循
「
劇
説
」
巻
三
等
に
見
え
る
。 
⑽
「
馮
夢
龍
箋
注
」
（
二
○
○
六
年
天
津
古
籍
出
版
社
刊
）
所
収
。 
⑾
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
巻
三
十
で
「
春
秋
衡
庫
」
に
つ
い
て
「
其
書
為
科
挙
而
作
」
と
見
え
る
。 
 
